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あいさつ日本一をめざしているんです！
～ほんとうの「心をつなぐあいさつ」をめざして～

大道 っ子の宝
たから

夢に向かって｢感じ、考え、

行動する」輝く大道っ子

夢につながる体験

９月１９日（火）学校へ
行こう会

わたしは、あいさつ会議で考え
たことは、「どうしてこんなにあ
いさつが大事といわれるのかな」
ということです。わたしは、「あ
いさつで友だちになれるからな
のかな」と考えました。これか
らあいさつをして友だちをふや
そうと思います。あいさつは親
友のはじまりなのかなと思いま
す。（２年）

児童代表、ＰＴＡ代表、地域の代表二人、外国の方代表を招
き、パネルディスカッションをしました！外国の方代表のジョイ先生が「あい

さつは」みんなと仲良くなれる」と
話され、あいさつがあれば世界中の
人と仲良くなれると思いました。そ
のためにには、会釈を加えたあいさ
つなどをして、相手に伝わるあいさ
つをやっていきます（６年）

ＰＴＡ代表が、家であいさつをやってない人が多いと言われた
とき「そうだな」と思いました。お父さんお母さんにも「おは
よう」や「おやすみ」と少しずつ言えるようにしたいです。ま
た、地域の方代表が、朝から地域のかたは作業をしていてもあ
いさつをしてくれるとうれしいといわれました。「きづいてくれ
ないよね」。「めいわくかな」なんて思うこともあります。どん
な時でもあいさつをしようと思います。あいさつは人をあった
かくできて、色々なな意味があることがわかりました。（６年）

かいぎで「えがおであいさつをし
たほうがいいですよ」といわれた
ので、元気に笑顔で相手を見てし
ようとけっしんしました。（２ねん）

ちいきの人におはようございま
すというと、くりかえしておは
ようございますといってくれる
ので、じぶんもおおきなこえで
ちいきのひとにいいたいです。
そしたら、あいてもげんきにな
るかもしれません（１ねん）

じょいせんせいが、ふぃりぴ
んでもえがおであいさつをし
ているといっていたから、わ
たしもえがおであいさつをし
ようとおもいます。（１ねん）

わたしはとうこうのとき、はずか
しくてどうしたらいいのかとかんが
えていたら、１ねんのなおまさくん
がしつもんをして、きいてくれたの
で、がんばってあいさつしようと
おもいました。（１ねん）

パネラーや地域や保護者も皆様のご参加のもと、意見を聞いたり、自分たちで話

し合ったり、質問したりして、「相手の気持ち」「相手に伝わる」あいさつをしよ

うと決心した作文が多く見られました。しっかり実行していきましょう！！

山鹿市教育委員会学校訪問がありました
たくさんのお客様に全学級の授業を見ていただきました。お客様がたくさんおられても、低学年の
児童も一生懸命授業に集中してがんばっていました。対話や討論のある授業でした。こういった機会
を生かして研究を進め、児童が問題意識（関心意欲）をもち、答えをみつけていく探究的な学習や
個に応じた支援を進めた「わかる授業」を行っていきます。

大道っ子は、話をしっかり受け止め
自分の思いを言葉に表せる。ステキだね！

夢会議①あいさつ会議


